
すその市子連だより
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＊
加
盟
す
る
と
こ
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
！

○
市
子
連
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

（キ
ャ
ン
プ

や
ピ
ザ
作
り
な
ど
）
へ
参
加
出
来
ま
す
。

○
安
全
共
済
会
と
い
う
、
万
が

一
に
備
え

た
保
険

に
安
価

で
加

入

で
き
ま
す
。

（
一
人
当
た
り
年
間

一
四
〇
円
）

○
『
り
―
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

（Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ

ｒ
　
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
と

が
あ
な
た
の
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
お
手
伝

い
し
ま

す
。

○
子
ど
も
会
行
事

で
か
か

っ
た
費
用
に

対
し
、
そ
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
（年

一
回
　
上
限

一
万
五
千
円
程
度
）

〇

一
人
当
た
り
の
年
間
会
費
は
、
子
ど
も

三
七
〇
円
、
育
成
者

一
七
〇
円

で
す

（安
全
共
済
会
費
を
含
む
）

○
各
単
位
子
ど
も
会
の
情
報
交
換
や
、
つ

な
が
り
を
作
る
場
を

つ
く
り
ま
す
。

市
子
連
は
、
今
後
も
子
ど
も
達

の
成

長
、
未
来

の
た
め
に
、
各
単
位
子
ど
も

会

の
役
員
の
方
々
、
保
護
者

の
皆
様

の

子
ど
も
会
活
動

の
お
手
伝

い
を
し
て
い

き
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
問
い
合
わ
せ
は
、

生
涯
学
習
課

ヘ
ー

新
体
制

の
市
子
連

へ
の
加
盟
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
―

躙 4

鼈
眸
縣
滲
條
琲

穆
螂

颯
褪
塚
写
蒻
魃
莉
褥
膠
勒
膨
蒻
⑬
隧

裾
野
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

（市
子
連
）
は
、
令
和
五
年
四
月
よ
り
各
単

位
子
ど
も
会
が
市
子
連
に
直
接
加
盟
す

る
体
制
へ
と
変
わ
り
ま
す
―

単
位
子
ど
も
会
の
会
員
数
が
減
り
、
各

地
区
子
連

へ
の
加
盟
も
厳
し
い
単
位
子

ど
も
会
が
増
え
、
市
子
連
及
び
各
地
区
子

連
の
体
会
や
退
会
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
現
状
に
、
市
子
連
理
事
会
で
何
度
も

協
議
を
重
ね
、
令
和
五
年
度
よ
り
新
し
い

体
制
に
切
り
替
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。新
体
制
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
単
位
子

ど
も
会
の
負
担
を
減
ら
し
て
い
け
る
体

制
に
し
て
い
き
ま
す
。

各
単
位
子
ど
も
会
か
ら
の
運
営
役
員

の
選
出
は
行
わ
ず
、
単
子
代
表
者
を
除
い

た
市
子
連
理
事
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ

っ
て
運
営
し
て

い
き
ま
す
。

市
子
連
は
、
〈
「
和
五
年
四
月
か
ら
、

『裾
野
市
子
ど
も
会
連
合

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
ｌ
』

と
、
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

右
の
国
ゴ
は
、
裾
野
市
子
ど
も
会
連
合

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
の
新
し
い
ロ
ゴ

で
す
。

『
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
の
頭
文
字
Ｍ
』
と
、
『人
が

手
を
取
り
合
い
輪
を
作
る
様
子
』
を
表
現

し
て
い
ま
す
。

ロ
ゴ
カ
ラ
ー
に
は
、
日
本
の
伝
統
色
で

晴
天
の
澄
ん
だ
空

の
よ
う
に
鮮
や
か
な

青
色
を
示
す

『
天
色

（あ
ま
い
る
と

を
採

用
し
ま
し
た
。
ど

こ
ま
で
も
果
て
し
な
く

続
く
空

の
よ
う
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
が
必
要

と
さ
れ
続
け
る
組
織
に
な

っ
て
ほ
し
い
。

と
い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。


